
　

Ⅰ　基本方針

　青森県と北海道を結ぶフェリー航路は、海上のライフラインとして、我が国の経

済産業を支える大動脈である。当公社の社会的使命として、この航路を維持発展さ

せていく。

　経営理念

１．利用者のためのフェリー埠頭の機能強化と円滑な利用の確保

２．財務内容の健全性と公正・公明な経営体質の確保

３．職員が明るく、働きがいのある職場づくり

　経営目標

１．事業の公共性、公益性の維持と利用者のニーズに対応した埠頭施設の提供

２．総合的かつ効率的な埠頭施設の管理による持続的な健全経営

３．内部統制及びコンプライアンス態勢の整備による組織運営の健全化と公正・

　公明な事業活動の推進

４．人材の育成と定員の適正化及び業務の合理化の推進

５．強固な財務基盤の構築と経営の安定化

Ⅱ　定款に定める公益目的事業

　青森港及び八戸港のフェリー埠頭及びフェリー埠頭の円滑な利用を確保するた

めに必要な施設の建設、賃貸及び管理運営を公益目的事業とする。

Ⅲ　具体的計画

１　修繕工事実施計画

・青森港 　（修繕費　　58,200千円）

　第２バース可動橋ＰＬＣ（制御装置）及び油圧配管バルブ等の経年劣化に伴

う交換等修繕工事等を行う。

・八戸港 　（修繕費　　29,500千円）

　ターミナルビルの経年劣化に伴う屋上防水及び外壁塗装等の改修工事等を行

う。

２　固定資産取得等（施設整備）実施計画

・青森港  （資産取得　 52,000千円）

　第１バース駐車場の舗装及び消雪配管の更新工事等を行う。

・八戸港  （資産取得　 21,500千円）

　駐車場照明灯の経年劣化に伴う更新工事等を行う。
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１　青　森　港

　平成30年度に引き続き、利用船社３社で就航船８隻、運航便数16便を予定しており、

桟橋等賃貸料は301,280千円を見込み、諸施設の効率的な運用を図る。

　船社別就航等の計画は、次のとおりである。

・利用バース数

　４バース

２　八　戸　港

　平成30年度に引き続き、利用船社１社で就航船５隻、運航便数５便を予定しており、

桟橋等賃貸料は219,080千円を見込み、諸施設の効率的な運用を図る。

　就航等の計画は、次のとおりである。

・利用バース数

　２バース

1 7,005 2,059,470

合　計 5 5 42,125 14,351,470

備　　　　考
船社名

川 崎 近 海 汽 船 ㈱

八戸⇔苫小牧 4 4 35,120 12,292,000

室蘭⇒八戸⇒
⇒宮古

1

区分
航　路

就航船数
（隻）

便数
（便）

就航
トン数

年間接岸
トン数見込

共 栄 運 輸 ㈱ 青森⇔函館 2 4 10,112

青森⇔函館 2 4 8,012

3,558,159

合　計 8 16 85,172 29,720,004

2,820,224

備　　　考
船社名

津軽海峡フェリー㈱ 青森⇔函館 4 8 67,048 23,341,621

区分
航　路

就航船数
（隻）

便数
（便）

就航
トン数

年間接岸
トン数見込

北 日 本 海 運 ㈱


